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ＨＯＣＴＥＣ橋梁管理システムの機能

ＨＯＣＴＥＣ橋梁管理システムは大きく分けて以下の２つの機能から成り立っ
ています。

①橋梁管理システム（データ・ベース）

自治体の橋梁データを当財団のサーバにてお預かりするサービス
効率的な維持管理をサポート

②ＢＭＳ（ブリッジ・マネジメント・システム）

損傷度判定結果をもとに、将来の劣化予測及び補修費用の計算を行い、橋
梁長寿命化修繕計画の基礎資料を作成するシステム

無償

有償※

※ＢＭＳを利用する場合は5,000円／橋の利用料がかかります。



利用対象

ＨＯＣＴＥＣ橋梁管理システムの利用方法

ＨＯＣＴＥＣ橋梁管理システムを利用できるのは北海道の市町村職員および
点検・計画策定業務を受託したコンサルタントです。

利用方法

ＨＯＣＴＥＣのホームページより利用者登録を行い、ＩＤとパスワードを取得後、
ログインしてください。



橋梁管理システムについて（無償）

•データの紛失防止
⇒データ紛失や誤って消去する心配がない。

•データの漏えい・改ざん防止
⇒高いセキュリティを有するサーバで管理しているため安心。

•データの受渡しが容易
⇒受発注者が同じ情報を共有できる。

•インターネットを利用できる環境であればいつでも、どこでもデータの閲覧、Ｄ
Ｌが可能

橋梁管理システムを利用するメリット



橋梁管理システムについて（無償）

•位置図の作成 ※
⇒学識経験者意見聴取の資料

橋梁管理システムで出来ること①

※位置図の作成は緯度・経度の情報を入力する必要があります。



橋梁管理システムについて（無償）

•管理橋梁一覧表の作成
⇒学識経験者意見聴取の資料

橋梁管理システムで出来ること②



•特定の条件で検索、絞り込み

・橋梁諸元（架設年、橋長）で検索

・上部工材料区分、構造形式、床版種類
で検索

・下部工構造形式で検索

・調査結果（損傷区分）で検索

橋梁管理システムで出来ること③

橋梁管理システムについて（無償）



橋梁管理システムで出来ること④

橋梁管理システムについて（無償）

•登録された情報をブラウザで閲覧
⇒インターネットが利用できる環境であればいつでも、どこでも閲覧が可能



ＢＭＳ機能について（有償）

•効率的なマネジメント資料作成

⇒手計算では困難な、補修費用の算出や劣化予測計算をシステム化し、効
率的なマネジメント資料の作成をサポート。

•北海道の地域性を考慮した内容

⇒ＢＭＳは「北海道公共施設長寿命化検討委員会報告書」に準拠した内容
となっており、劣化予測や補修費用の算定には北海道の地域性が反映され
ている。

ＢＭＳを利用するメリット



ＢＭＳ機能について（有償）

•計算対象期間における各シナリオごとの費用を算出
⇒コスト縮減効果の算定

ＢＭＳで出来ること①



ＢＭＳ機能について（有償）

•橋梁の諸元データを集計
⇒管理橋梁の現状把握

ＢＭＳで出来ること②



ＢＭＳ機能について（有償）

•損傷度判定や維持管理区分などにより、計算対象期間の補修優先順位リス
トを作成

ＢＭＳで出来ること③



ＢＭＳ機能について（有償）

•補修優先順位リストに基づき、国土交通省提出様式１－２の雛型を自動作
成

ＢＭＳで出来ること④



ＢＭＳ機能について（有償）

•計算対象期間における各シナリオごとの健全度の推移を予測

ＢＭＳで出来ること⑤



ＢＭＳ機能について（有償）

•個別橋梁の部材ごとのＬＣＣを算定

ＢＭＳで出来ること⑥



ＢＭＳ機能について（有償）

•年間投資額や予算伸び率を任意に設定し、健全度推移をシミュレーション

ＢＭＳで出来ること⑦


